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門司港レトロ
歴史とグルメの港町
福岡県北九州市・門司港の魅力をたっぷりご紹介。

レトロな雰囲気を楽しみながら、歴史やグルメ、観光スポット情報をお伝えし

ます。



門司港の歴史と街並み

旧門司税関（明治45年建築・国指定重要文化財）

大正ロマン漂うレトロな街並み

1988年から「門司港レトロ」として、歴史的建造物を生かした街づくりが進められています

国際貿易港としての発展

明治22年（1889年）に開港し、大陸貿易の拠点として栄えた門司港。明

治期から昭和初期にかけて「東洋一の貿易港」と呼ばれるほど発展しま

した。

建築の特徴

当時の繁栄を物語る欧風建築や近代化産業遺産が数多く残り、「門司港

レトロ地区」として整備されています。赤煉瓦の洋館や石造りの歴史的建

造物が点在し、レトロな雰囲気を醸し出しています。

文化的交流の中心地

国内外の文化が交わる場として、独自の文化や食文化も発展。今日では

観光地として、当時の面影を残す建物群と関門海峡の絶景を楽しめる人

気スポットとなっています。




